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令和６年  死亡災害発生状況　（事故の型別等） (令和６年６月末日現在)

人 人 人 人 人 人 人

（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

人 人 人 人 人 人 人

（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

人 人 人 人 人 人 人

（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

人 人 人 人 人 人 人

（ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人） （ 人）

注 : （  ）内は前年同期

農林業
（その他の林業）

6月 金 男
40歳代

（10年以上
20年未満）

激突され 立木等
チェーンソーによりアカマツの伐倒作業を行っていた被災者が、
伐倒木の横に倒れている状態で発見されたもの。

建設業
(橋梁建設工事業）

5月 木 男
50歳代

（1年以上10
年未満）

はさまれ、
巻き込まれ

高所作業車

橋梁の補修作業中、高所作業車の作業床に被災者と同僚の２名が
搭乗し、同僚が前方でアームを伸ばしながら上昇させていたとこ
ろ、同僚の後方にいた被災者がコンクリート桁と高所作業車の作
業床の手すりの間にはさまれ、死亡したもの。

建設業
(道路建設工事業）

5月 木 男
60歳代

（1年以上10
年未満）

飛来、落下 立木等
工事現場で立木の伐採中、伐倒した立木にツルが絡まっており、
倒れる勢いで他の立木も引っ張られ、折れて飛んできた立木の一
部が被災者の頭部を直撃し、死亡したもの。

建設業
(鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築

工事業）

1月 土 男
40歳代

（10年以上
20年未満）

交通事故
（道路）

乗用車、バ
ス、バイク

被災者が野田村の建設現場から宮城県内の事業場に帰社するため
三陸道上り線を運転中、中央分離帯のガードレールに衝突し、死
亡したもの。
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事故の型 起因物 災害発生の概要

建設業
(橋梁建設工事業）

1月 金 男
60歳代

（10年以上
20年未満）

墜落、転落
建築物、構

築物

橋梁補修工事において、被災者が型枠工事の支障となる切り株を
除去する作業を行っていたところ、約４ｍの高さの橋のたもとか
ら河川敷に墜落し、死亡したもの。

業　種


